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土木企業委員会

文教警察委員会

営業戦略農林水産委員会
問　

県
総
合
計
画
で
は
、
十
年
後

に
販
売
農
家
一
戸
当
た
り
の
生
産

農
業
所
得
を
千
百
万
円
に
す
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
る
。
実
現

の
見
通
し
は
。

答　

い
ば
ら
き
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

に
よ
り
農
業
者
の
経
営
者
意
識
を

醸
成
す
る
と
と
も
に
、農
地
集
積
・

集
約
化
や
ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
な

ど
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
さ
ら

に
は
、
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
や
販
路

開
拓
な
ど
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

目
標
達
成
を
図
る
。

問　

本
県
は
農
業
県
で
あ
り
、
農

業
教
育
で
も
先
進
県
を
目
指
す
べ

き
と
考
え
る
。
い
ば
ら
き
農
業
ア

カ
デ
ミ
ー
の
現
状
や
、
担
い
手
育

成
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答　

ア
カ
デ
ミ
ー
受
講
生
は
年
間

五
千
人
を
超
え
、
当
初
の
目
標
以

上
に
好
評
な
状
況
で
あ
る
。
担
い

手
が
減
少
す
る
中
、農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
よ
る
規
模
拡
大
、
法
人

化
に
よ
る
雇
用
の
拡
大
、
企
業
の

参
入
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
そ

の
た
め
の
施
策
を
講
じ
て
い
く
。

問　

い
ば
ら
き
大
使
は
ど
の
よ
う

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

も
っ
と
活
躍
し
て
も
ら
う
よ
う
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
合
わ
せ
て
見

直
し
も
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
約
百
八
十
名
を
委
嘱
し

て
お
り
、
県
産
品
の
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
に
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
。

タ
レ
ン
ト
の
大
使
は
テ
レ
ビ
な
ど

の
露
出
が
多
い
が
、
ど
の
よ
う
な

形
で
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
た
だ
く
か

を
含
め
て
、
任
期
の
更
新
時
な
ど

に
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

問　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
実
施
し
た

笠
間
焼
展
覧
会
は
、
陶
芸
家
の
自

信
に
つ
な
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
笠
間
焼
の
陶
板
の
Ｐ
Ｒ

な
ど
も
行
え
る
と
良
い
と
思
う
が
、

今
回
の
現
地
で
の
反
応
は
。

答　

一
月
末
か
ら
約
一
カ
月
実
施

し
た
が
、
日
本
の
焼
物
は
人
気
が

あ
り
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
。
知
事
に

よ
る
英
語
の
プ
レ
ゼ
ン
も
、
非
常

に
興
味
を
持
っ
て
聞
か
れ
て
い
た
。

（
ほ
か
に
、茨
城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー

ク
の
現
状
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
取

り
組
み
、
イ
バ
ラ
キ
セ
ン
ス
の
営

業
戦
略
な
ど
も
質
問
）

問　

偕
楽
園
有
料
化
の
た
め
の
実

証
実
験
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
二

転
三
転
し
て
お
り
、
丁
寧
な
説
明

が
必
要
で
あ
っ
た
と
感
じ
る
。
偕

楽
園
の
魅
力
向
上
と
い
う
目
指
す

方
向
は
同
じ
で
あ
る
。
今
後
の
対

応
を
含
め
、
所
見
は
。

答　

実
験
に
当
た
り
説
明
が
不
足

し
、
混
乱
を
招
い
た
。
今
後
、
実

証
実
験
の
結
果
を
精
査
し
、
有
料

化
の
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
て
い

く
。
併
せ
て
、
丁
寧
な
説
明
を
心

掛
け
な
が
ら
、
引
き
続
き
、
偕
楽

園
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
む
。

問　

海
に
面
し
た
茨
城
で
は
、
釣

り
を
観
光
資
源
と
し
て
活
用
す
る

べ
き
で
あ
る
。
防
波
堤
な
ど
の
港

湾
施
設
に
、
新
た
な
魚
釣
り
園
の

開
設
を
期
待
す
る
が
、
所
見
は
。

答　

本
県
の
よ
う
に
荒
波
を
受
け

る
防
波
堤
を
魚
釣
り
園
と
し
て
利

用
す
る
場
合
、
相
当
な
安
全
対
策

が
必
要
と
な
る
。
国
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
で
は
、「
地
元
市
町
村
が
主

体
と
な
っ
て
合
意
形
成
を
図
る
こ

と
が
重
要
」
と
あ
り
、
ま
ず
は
、
地

元
の
機
運
醸
成
が
重
要
と
考
え
る
。

問　

公
共
工
事
の
稼
働
状
況
は
特

定
の
時
期
へ
の
偏
り
が
あ
り
、
人

材
不
足
な
ど
の
一
因
に
な
っ
て
い

る
。
発
注
の
平
準
化
や
適
切
な
工

期
設
定
が
必
要
と
考
え
る
が
、
ど

う
対
応
し
て
い
く
の
か
。

答　

閑
散
期
と
な
る
第
一
・
四
半

期
の
工
事
稼
働
量
が
確
保
で
き
る

よ
う
、
ゼ
ロ
債
務
負
担
行
為
の

設
定
や
、
余
裕
期
間
制
度
の
適

用
に
よ
り
平
準
化
に
努
め
る
。
ま

た
、
繰
越
制
度
を
活
用
す
る
な
ど
、

適
正
な
工
期
の
設
定
に
努
め
る
。

問　

県
南
西
工
業
用
水
の
料
金
は
、

他
の
地
域
と
比
較
し
て
高
く
な
っ

て
い
る
。
将
来
的
に
料
金
格
差
を

埋
め
る
こ
と
は
可
能
か
。

答　

県
南
西
工
業
用
水
は
投
資
効

率
が
悪
く
、
維
持
管
理
費
も
割
高

な
た
め
料
金
が
高
い
。
値
下
げ
に

は
収
入
増
が
必
要
で
あ
り
、
企
業

訪
問
な
ど
に
よ
る
契
約
水
量
の
増

量
、
経
費
削
減
に
よ
る
料
金
の
抑

制
に
努
め
る
。

（
ほ
か
に
、
用
地
取
得
困
難
箇
所
、

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
基
準
と
今
後

の
対
応
な
ど
も
質
問
）

問　

横
断
歩
道
で
の
歩
行
者
横
断

時
に
お
け
る
車
両
の
一
時
停
止
は
、

マ
ナ
ー
で
は
な
く
義
務
で
あ
る
。

停
止
率
向
上
に
向
け
運
転
者
へ
の

啓
発
に
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答　

交
通
指
導
取
り
締
ま
り
や
、

免
許
更
新
時
な
ど
の
機
会
を
捉
え

た
交
通
安
全
教
育
の
ほ
か
、
関
係

団
体
と
も
連
携
し
、
歩
行
者
保
護

意
識
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

児
童
虐
待
事
案
の
発
生
が
続

く
中
、
県
警
察
に
は
命
を
守
る
対

応
を
願
い
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
対

応
状
況
は
。

答　

社
会
の
関
心
の
高
ま
り
も
あ

り
認
知
件
数
、
検
挙
件
数
、
通
告

人
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
。
平
成

三
十
年
に
開
始
し
た
県
か
ら
県
警

察
へ
の
全
件
情
報
提
供
の
う
ち
、

百
十
一
件
が
児
童
の
生
命
・
身
体

に
重
大
な
危
害
が
及
ぶ
恐
れ
の
あ

る
情
報
で
あ
っ
た
。
警
察
で
は
必

要
な
捜
査
を
積
極
的
に
行
い
、
検

挙
の
措
置
を
講
じ
て
い
く
。

問　

公
立
な
ら
で
は
の
中
高
一
貫

校
の
特
色
を
示
す
と
と
も
に
、
保

護
者
目
線
も
大
切
に
し
、
市
町
村

と
の
連
携
を
深
め
つ
つ
地
元
で
活

躍
す
る
人
材
の
育
成
に
も
取
り
組

ん
で
も
ら
い
た
い
が
、
所
見
は
。

答　

保
護
者
の
意
見
に
も
配
慮
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
の
育
成
と

い
っ
た
視
点
を
持
ち
つ
つ
、
市
町

村
教
育
委
員
会
と
の
連
携
も
図
る

な
ど
、
ロ
ー
カ
ル
な
視
点
も
大
切

に
し
て
中
高
一
貫
教
育
を
進
め
て

い
く
。

問　

家
庭
の
教
育
力
向
上
な
ど
の

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
中
、
就

学
前
教
育
・
家
庭
教
育
推
進
室
を

生
涯
学
習
課
課
内
室
と
す
る
組
織

改
編
は
後
退
感
が
否
め
な
い
。
今

後
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

学
校
と
家
庭
・
地
域
を
つ
な

ぐ
社
会
教
育
主
事
と
の
連
携
を
一

層
強
化
す
る
と
と
も
に
、
訪
問
型

家
庭
教
育
支
援
事
業
な
ど
の
積
極

的
な
広
報
に
努
め
、
県
民
や
市
町

村
へ
取
り
組
み
を
広
め
て
い
く
。

組
織
体
制
は
今
後
の
取
り
組
み
を

検
証
し
在
り
方
を
考
え
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
警
察
施
設
の
建
て
替

え
、
教
職
員
の
懲
戒
処
分
な
ど
も

質
問
）

ことば ※1【ゼロ債務負担行為】…債務負担行為（例えば複数年にわたる契約の締結のように、将来にわたる債務を負担する行為）のうち、契約初年度の支出はゼロとし、全額を翌年度以降の
支出とするもの。これにより、前年度に契約手続きを済ませて、年度当初から工事の着手が可能になる。

※2【余裕期間制度】…発注者が指定する一定期間内で、受注者が工事開始日を選択できる制度。

いばらき農業アカデミー「先進農業技術講座」の様子

検
討
や
取
り
組
み
を

丁
寧
に
説
明
し
て
い
く

県
総
合
計
画
に
掲
げ
る
農
家
の

所
得
向
上
の
実
現
見
通
し
は

経
営
者
意
識
の
醸
成
や
生
産
性

向
上
な
ど
に
よ
り
達
成
を
図
る

横
断
歩
道
で
の
一
時
停
止
率

向
上
へ
の
取
り
組
み
は

歩
行
者
保
護
意
識
の
啓
発
を

図
っ
て
い
く

偕
楽
園
の
魅
力
向
上
に
向
け
た

今
後
の
対
応
は

偕楽園ライトアップ（光の散歩道）

横断歩道における一時停止率向上の推進を




